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研究成果の概要（和文）：ディドロとダランベールの共同編集になる、パリ版『百科全書』の最

良版（慶應義塾大学図書館蔵）を底本とし、本文１７巻１６０００頁余を撮影して、ファクシ

ミリ写真画像を作成、高精細データの一般公開を目指せる段階にまでこぎ着けた。また、写真

画像を利用しつつ、手分けして事典全巻を丹念に読み込み、項目ごとに典拠データを抽出する

作業を行った。現在、多数の研究協力者のサポートを得て、第 1巻から第 4巻、および第 8巻

についての読み出しがほぼ完了している。 

 

研究成果の概要（英文）：The project carried out a photo shoot of Keio University Library’s 

copies of the best Paris edition of Diderot and d’Alembert’s  

Enyclopédie, which consists of about 16,000 pages in 17 volumes. A digital facsimile of 

high-resolution images is now being prepared for publication. The project has also 

extracted and recorded sources and references mentioned in each article of 

the Enyclopédie, using the digital images. With support from a number of research 

collaborators, the data extraction of volumes 1 to 4 and 8 has so far nearly been completed. 
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 直接経費 間接経費 合 計 

２００８年度 6,500,000 1,950,000 8,450,000 

２００９年度 3,400,000 1,020,000 4,420,000 

２０１０年度 2,500,000 750,000 3,250,000 

２０１１年度 2,200,000 660,000 2,860,000 

  

総 計 14,600,000 4,380,000 18,980,000 

 

 

研究分野：人文学 

科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ文学（英文学を除く） 

キーワード： メタデータ・百科全書・18 世紀・事典・情報通信工学・啓蒙主義・電子化・書

誌学       
  
１．研究開始当初の背景 
(1) パリ版『百科全書』は４千部の予約購読

で販売された高価な書籍であるが、現在は稀



覯書であり、世界中の大学・図書館でも所蔵

しているところは少ない。 

(2) 一方、ある時期からインターネット上に

出回り始めた『百科全書』電子版と称するテ

クストは、画像が不鮮明だったり、使用底本

に問題があったり、間違いが多いなど、必ず

しも研究者の要望を満たすレヴェルにはな

かった。 

(3) 従って、一刻も早く、世界中の研究者が

簡便に閲覧できる高精細の『百科全書』画像

を用意し、また研究に直接利用できるデータ

ベースを提供することは緊急の課題であっ

た。 
 
２．研究の目的 
本研究の目的は、ディドロ＝ダランベール編

集になる 18 世紀フランスの大事典『百科全

書』の最良版本を底本とし、以下の二つの成

果を実現に導くことにある。 

(1) 高解像度で精度保証された、世界最高レ

ベルの本文ファクシミリ写真画像作成。 

(2) 事典全巻の項目毎に抽出した「典拠メタ

データ情報」データベース構築。典拠データ

とは、膨大な数に上る『百科全書』の各項目

について、著者が依拠したと思われる文献や

資料が項目テクスト中に明示されているも

のを指して言う。『百科全書』項目の本文決

定に至るまでの生成過程に関わる典拠情報

を、デジタルデータとしてインターネット上

に再現するシステムを模索する。 

 
３．研究の方法 
コーパスの巨大さと事典という特殊事情

で、研究体制は多数の分担者を擁する共同性

の強いものになっている。ネットですでにア

クセス可能な『百科全書』電子版と違い、本

研究の独創は、１万６千頁を超える事典本体

の全テクストを、文系研究者が協力して読み

込む作業にその基盤を置いていることであ

る。 

本企画は、ヨーロッパの伝統的な書誌学の

手法（すなわち「メタデータ」抽出）と、最

新のＩＴ技術（原書の撮影とメタデータのデ

ータベース化）とが、かなり柔軟な形で融合

していることに最大の特徴がある。欧米の図

書館においてすら閲覧が困難になってきて

いる『百科全書』の鮮明な画像と、文系研究

者の「読み」を踏まえたメタデータとを、ユ

ーザーに同時に提供することを目的として

いるこの研究が完成すれば、本研究は世界の

１８世紀研究者の必携ツールとなるばかり

か、それ自体が『百科全書』に関する巨大な

共同研究として、研究史に大きな足跡を残す

ことになるだろう。 

高性能デジタルカメラを使って、慶應義塾

大学三田キャンパス図書館収蔵のフランス

『百科全書』初版本文１７巻を撮影する。得

られるデータは研究者の使用に耐える精度

保証された画像である以上に、ＯＣＲ

（Optical Character Reader）に耐えうる精

度も持っているので，マルチユースへの期待

も広がる。 

 
４．研究成果 

ディドロとダランベールの共同編集になる、

パリ版『百科全書』の最良版（慶應義塾大学

図書館蔵）を底本とし、本文１７巻１６００

０頁余を撮影して、ファクシミリ写真画像を

作成、高精細データの一般公開を目指せる段

階にまでこぎ着けた。また、写真画像を利用

しつつ、手分けして事典全巻を丹念に読み込

み、項目ごとに典拠データを抽出する作業を

行った。現在、多数の研究協力者のサポート

を得て、第 1巻から第 4巻、および第 8巻に

ついての読み出しがほぼ完了している。 
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